
 
 

 
 

NEWS RELEASE  

 

TEKKEN CORPORATION 

 [2022年12月5日] 

 

 

 

 

 

■ 鉄建建設株式会社(社長：伊藤泰司)は、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構

(以下、NEDO)「グリーンイノベーション基金事業／CO2 を用いたコンクリート等製造技術開発プ

ロジェクト」を実施するコンソーシアム「CUCO(クーコ)」※1に参画し、2030年までを目標に革新

的カーボンネガティブコンクリート※2に係る開発を進めていきます。 
  このほど、当社は、建設現場におけるカーボンネガティブコンクリートの施工技術に関する技術

開発に着手しました。 
※1：鹿島建設株式会社、デンカ株式会社、株式会社竹中工務店を幹事会社と

する55の企業・大学・研究機関によるコンソーシアム 

※2：使用材料に起因するCO2排出量を削減するとともに、コンクリート中に

CO2を吸収・固定化させることで、コンクリートの製造に伴うCO2排出

量をマイナス(社会からCO2を削減できる)にしたコンクリート 

 

出典：NEDOホームページ https://www.nedo.go.jp/content/100941899.pdf 
図１  コンソーシアムCUCOの開発スキーム(赤枠部分が当社の研究担当項目) 

NEDO グリーンイノベーション基金事業「CO2を用いたコンク

リート等製造技術開発プロジェクト」を実施するコンソーシア

ム「CUCO(クーコ)」に参画し、現場施工技術の開発に着手 
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■技術開発の概要 
  本技術は、図１に示すように革新的カーボンネガティブコンクリートを建設現場で打設するコン

クリート(生コン)としての適用するための技術を開発するものです。現在、カーボンネガティブコ

ンクリートは、製造や施工方法、コスト等の問題から、工場で製造される比較的小型のプレキャス

トコンクリート製品での展開が先行しています。しかし、コンクリートによるCO2の削減・固定化

の効果を最大限に活かすためには、施工量の多い生コンを用いた現場施工にカーボンネガティブコ

ンクリートを適用する技術の確立が必要不可欠です。 
  当社は、CUCOに参画する企業が開発したCCU材料※3を用いて、カーボンネガティブと建設現

場での施工性を同時に実現するコンクリートの開発を担当します。建設現場で打ち込んだコンクリ

ートにCO2を吸収させる技術を含めて、一般的な鉄筋コンクリート構造物の構築に適用できる施工

方法の開発を行い、CO2を大量に固定したコンクリート構造物の現場施工技術の確立を目指します。

CUCOに参画する各団体と連携・協力し、開発を進めています。 
  当社は、CUCOの一員として、CO2活用にむけた技術開発を進め、社会実装していくことで、地

球温暖化対策に積極的に貢献していきます。 
※3：廃コンクリート等から抽出したカルシウムとCO2を反応させて生成し

た炭酸カルシウムをコンクリートの材料として利用できるようにしたも

のCCUはCarbon Dioxide Capture(回収) and Utilization(有効利用)の略 

 
■CUCOホームページ 
NEDO グリーンイノベーション基金事業「CO2を用いたコンクリート

等製造技術開発プロジェクト」を実施するコンソーシアム「CUCO(ク
ーコ)」のホームページが2022年10月に公開されました。 
   https://www.cuco-2030.jp/ 
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